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次世代型研修施設が完成しました 大林神栖バイオマス発電所が
営業運転を開始

トヨタ自動車「環境推進特別賞」
「品質管理優良賞」を受賞　横浜市に当社グループの新たな次

世代型研修施設「Port Plus 大林組

横浜研修所」が完成しました。

　日本初の高層純木造耐火建築物で

ある施設は、木造を活かしたデザイ

ンと自然を取り込む技術により、五

感を活性化する研修室と心身を整え

る宿泊室が備わっています。「これからの知を育む場」

として６月から運用を開始します。

　２月に、当社グループ会社運営の「大林神栖バイオ

マス発電所」が営業運転を開始しました。

 輸入バイオマス専焼による当発電所の燃料は、持続

可能性が認証された木質ペレットを主とし、一部に

パームオイルの搾油過程で発生するヤシ殻も使用して

います。約11万世帯の年間電力消費量※に相当する、

51.5MW（定格出力）の発電容量を持つバイオマス発

電所になります。

　当社は、トヨタ自動車の「環境推進特別賞」を初めて

受賞しました。

　授与理由として、大分県で日本初となる地熱発電電

力を活用したグリーン水素の製造から供給までの一連

のプロセスを当社が構築したことで、同じ水素社会を

志す仲間としてトヨタ自動車に勇気を与えたこと。さ

らに、昨年7月に大分県で開催され、同社が参戦した

TKUスーパー耐久レース第4戦で、水素エンジンカ

ローラに地産地消のグリーン水素を供給したことで、

多くの観戦者に再生可能エネルギーの利用や水素社会

の到来を身近に感じる機会を共に演出したことが挙げ

られています。

　3月14日に品川事務所で、トヨタ自動車の熊倉和生

調達本部長から蓮輪社長に感謝状が授与されました。

「協力会社業務改善事例・
提案コンテスト」表彰式を開催

　当社は、現場の生産性向上などに向けて協力会社か

ら業務改善の事例と提案を募集し、優れた内容を表彰

する「協力会社業務改善表彰制度」を設けています。

　2021年度に新設された建築部門では、応募された

86事例の中から18事例を表彰。3月24日に品川事務

所で、最優秀賞2事例、優秀賞4事例、奨励賞4事例の

受賞者を招いた表彰式を開催しました。

　2017年度から開催している土木部門では、応募さ

れた157事例の中から16事例を表彰。3月31日に開

催したオンライン表彰式には、最優秀賞１事例、優秀

賞4事例の受賞者が参加しました。
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ツカムラ鉄筋工業　束村裕也さん

2016年度鉄筋コース修了

　パソコン操作の基礎からCADまで幅広く学びました。見る機会が

あまりなかった構造図は現場ごとの構造の違いが図面で分かるよう

になり、先輩に教えてもらいながら拾い出しもできるようになりま

した。リスクアセスメントを用いたATK活動の重要性を学び、日々

活かしています。皆から頼りにされる職長を目指します。

　訓練校では期限内に課題を終わらせるのが大変ですが、現場だけ

では得られない知識が多く身に付き、スキルアップできる良い機会

になると思います。

束村社長から
高校卒業と同時に入社したた
め下地がなく、しっかりと基
礎を身に付けてほしいと思い
送り出しました。修了後は発
言から自信が伝わり、大きな
成長を感じます。経験を積ん
で、頼もしい職長になること
を期待しています。大阪本店 クボタ総合工事事務所の建設現場

で髙木聖矢職員とともに

読者アンケート
2022年3月号資格取得者発表

2022年2月末現在の資格取得届登録完了者を掲載しています

合格おめでとうございます

当社のデジタル変革に取り残されないよう勉強中のため、大
変参考になった。

デジタル変革の浸透に向けての展望や、導入にまつわる苦
労に共感した。

DX in PROGRESS FINAL

都心部、かつインフラが干渉する難工事の作業ステップが
紹介されていて興味深かった。

時代とともに変貌していくまちづくりのスケールの大きさ
に改めて感動した。

Focusプロジェクト

Teams会議の設定で知らないことがあり役立った。

TORA no MAKI

細かい情報まで網羅されていた。特に、後継者問題が切実で
あると感じた。

Spotlight

読んでみたい本の幅が広がり、『「利他」とは何か』を購入し
たが、とても参考になった。

VOICE

左）緑視率が高まる植栽や無垢材の肌触りを感じられるベンチなどを備える
研修室／右）宿泊室の壁と天井は消臭・調湿を行う左官仕上げ

※1世帯当たりの電力消費量を年間3,600kWhとして試算
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今年も「品質管理優良賞」を受賞。
名古屋支店のトヨタテクニカルセ
ンター下山関連工事での100万時
間無事故無災害達成に対して表彰
された

 �（左から）技術本部 伊藤統括部長、名古屋支店 
貞利副支店長、トヨタ自動車 熊倉調達本部長、
蓮輪社長、名古屋支店トヨタ下山PJ総合工事
事務所 林所長、グリーンエネルギー本部 安藤
本部長

建築部門の表彰式には大川建築本部
長、各地区の林友会会長も出席。浪花
組とダイフジが最優秀賞を受賞

土木部門のオンライン表彰式には野
平土木本部長などが出席。吉田直土
木が最優秀賞を受賞
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